
あり組での生活も残り１か月となりました。入園当初は初めてお家の方と
離れることに不安で泣いていた子どもたちでしたが、今では保育室で好きな
遊びを見つけたり、戸外で友だちと追いかけっこをしたりして一緒にいる
ことを喜び、一人ひとりが園での生活を楽しむ姿がたくさん見られます。 
春はバギーに乗って散歩を楽しんでいた子どもたちも今では保育者と手を
繋ぎ、歩いて散歩を楽しみ見つけたものを指差して「はっぱ」や「ぶーぶ
（車）」、「おおきい！」と声や言葉で楽しい気持ちや興味を表現しています。
大学の森では保育者と一緒に体を動かしたり、たくさんの落ち葉を両手
いっぱいに抱えて、保育者が「３、２、１」と掛け声をかけると、「ばー！」と
言って上から散らし、友だちと一緒に笑い合ったりして遊んでいます。 
戸外で遊ぶ経験を重ね、少しずつ興味や行動範囲も広がり、自然に触れて
楽しむ姿に成長を感じています。 
身の回りのことを自分でやりたいという思いも強くなり、「ビリビリ」と

言いながら自分で靴のマジックテープをはがそうとしたり、靴箱に靴を入れに
行ったりする姿も増えています。一人ひとりの意欲を大切に見守り、 
できた時の嬉しさに共感しながら関わっていきたいと思います。 
３月は、暖かい日差しの下で保育者と一緒に虫を探したり、花を見たりして 

心を動かし、嬉しい気持ちでひよこ組への進級を待ちたいと思います。 
この一年間、保護者の方と共に子どもたちの成長を見守り、喜び合え 
ましたことを心より感謝いたします。 

 

りす組での生活も、残り１か月となりました。進級・入園当初は、 
靴下の着脱やパジャマの着替え等、新しいことが増え「できない」
「手伝って」と保育者と一緒に取り組んでいた子どもたちでしたが、 
今では自分で身の回りのことを意欲的に取り組んだり、難しくても自分で 
挑戦しようとしたりする姿が見られ、成長を感じます。まだまだ甘えたい
気持ちから保育者の手伝いを必要とする時もありますが、その時の 
気持ちを受け止め、少しずつ自立に向かう時期を大切に関わっていき
たいと思います。戸外では「鬼ごっこ」に加えて「色鬼」や「だるまさんが
ころんだ」等、集団遊びをしています。「だるまさんがころんだ」では 
鬼が振り向くと止まったり、寝転んでポーズを決めたりして鬼との
やり取りを楽しみながら遊んでいます。３月も引き続き様々な集団
ゲームを子どもたちと一緒に楽しんでいきたいと思います。  
 ３月は嬉しい気持ちで進級を迎えられるようにうさぎ組の保育室で遊ぶ
機会をもちます。どんな玩具があるのか一緒に見たり、遊んだりしながら
少しずつ新しい環境に慣れ、進級を楽しみに過ごしたいと思います。 
そして、少しずつ近付く春の暖かさを感じながらりす組での残りの 
時間を大切に過ごしていきたいと思います。１年間、保護者の方と 
ともに子どもたちの成長を見守り、喜び合うことができました 
ことを心より感謝いたします。これからも神さまに見守られながら 
健やかに成長していくことができますようお祈りしています。  
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「ひょうたんころころ」 

という絵本が大人気で、「ころ 

ころこーろころ」のリズムに合わせて 

顔を左右に傾けて、ひょうたんが転がる 

動きを表現していたAちゃん。それを 

見ていた周りの友だちにも広がって、 

今ではこの絵本を読むと、みんなで 

顔を傾けている姿がとてもかわいい 

です。一人ひとりの表現を大切にし、 

楽しんでいきたいと思います。 

ひよこぐみでの生活も残り１か月となりました。４月は不安そうにして
いた子どもたちも身の回りのことを自分でしようとし、友だちとの関わりも
増えて一緒に遊ぶ姿が多く見られるようになり、身体だけでなく心の
成長もたくさん感じることができました。 
１つのグループで行っていた大学構内への散歩も、今では２グループで

行くこともあり、いろいろな友だちと手を繋いで歩く楽しさを感じ、「○○
ちゃんつなごう」と誘う姿も見られます。これからも友だちや保育者と
一緒に春の自然を見つけ、体を動かす喜びを感じられるような遊びを
楽しみたいと思います。 
 先月は、ひな制作でパス画をしました。以前よりたくさんの色を使って
描いたり、描きたい気持ちを全身で表現しようとする姿に成長を感じました。 
今月は、大きな画用紙にみんなで手形を押して、大きな木に花をいっぱい
咲かせる予定です。部屋にどんな花が咲くか楽しみにしていてください。
また、りす組への進級に向けて、トイレやランチルームを見たり、保育室で
好きな遊びを楽しんだりして、少しずつ新しい環境に親しみ、嬉しい 
気持ちで進級を迎えたいと思います。 
これからも、神さまの恵みと見守りの中で、子どもたちがのびのびと 

成長していくことができますようにお祈りしています。 
１年間、保護者の方とともに子どもたちの成長を見守り、喜び合う 
ことができましたことを心より感謝いたします。 

2 月から脱いだ衣服を  

保育者と一緒に畳むことを  

始めています。「はんぶんこ」と 

言いながら、ズボンの左右を合わせたり、 

トレーナーの袖をそっと持って胸に 

置いたりしています。「できた」と 

嬉しそうな顔で鞄に持っていく姿が 

かわいいです。ご家庭でもお時間が 

ある時はお子さまと一緒に楽しく 

畳んでみてくださいね。 

おやつの配膳を 

待っている間、友だちとの 

会話を楽しんでいた子どもたち。 

Aちゃん「明日、Aちゃんおやすみ 

なんだよ」 

Bちゃん「え？そうなの？ 

（Cくんを見て）さみしいね～」 

Cくん「うん、さみしい」 

Bちゃん「でも Bがいるから大丈夫！ 

一緒に遊ぼう！Dちゃんも 

E ちゃんもいるし大丈夫 

だよ！」 

Cくん「うん、そうだね！」 

友だち思いのやり取りに 

ほっこりしました。 


